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１．研究の目的 
少ないエネルギーで夏季の暑熱不快感を緩和させる手段として、気流の重要性が見直されてい
るが、熱的快適性を悪化させる適用限界の可能性も示唆されている。本研究ではオフィスを想
定した環境において、局所気流の吹き出し性状による執務者の心理/生理的快適性向上効果を明
らかにすることを目的とする。 
 
２．研究の方法 
2.1 調査対象教室  
東京工芸大学厚木キャンパス内、人工気候室をオフィス環境として想定し、実験を行った。平

面図を図 1に示す。実験室には 45cm角、8×6台の整流気流生成装置が壁一面に設置されており、
個別に制御できるようになっている。椅子に座った人体を基準に、体全体にあたる「全面風」、
14cmφの丸穴から上半身を狙った「タスク風」、頭上から頭部への下降気流を狙った「ノズル風」
を吹出し条件とした。吹き出し位置を図 2 に示す。サーマルマネキンを用いて全身からの放熱量
が約 70W となるように全ての吹出し風速を決定した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1 実験室内平面図   図 2 壁面ファンの稼働位置 
 
2.2 実験条件および手順  
調査は 2019/8/20.21AM.22.30 とし、測定時間は AM10:00~12:15、PM14:00~16:15 とした。表

1 に示す 4つの気流条件を実験毎ランダムにした。 
 

表 1 各気流条件の設定 

ノズル一定風 吹出し風速 0.9m/s 

ノズル変動風 吹出し風速 1.3～0.5m/s(サイン波) 

タスク風 吹出し風速 0.35m/s 

全面風 吹出し風速 0.15m/s 
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2.2.1 被験者  
大学生の男女 14 名の被験者を 2 名ずつ実験に参加させた。表 2 に男女の基本情報を

示す。服装は、男子は半袖ワイシャツ、スラックス、靴下、女子は半袖ワイシャツ、ス
カート、ストッキングとし、男女共通でスリッパを着用した。 

 

表 2 被験者基本情報 

 平均年齢 平均身長(cm) 平均体重(kg) 

男性 21.3 171.4 69.6 

女性 22.0 156.5 54.5 

 

2.2.2 生理量測定  
実験前後で体重(摂取した水分量含む)を測定し、発汗量を記録した。また、熱電対を被験者

の 7部位(額,腕,手甲,腹,大腿,下腿,足甲)の皮膚表面に張り付け、皮膚温の変化を測定した。 
 
2.2.3 快適性調査  
入室から 30 分安静にした後、1 回目の申告と同時に、一気流条件を開始した。5 分おきに 3

回申告をした後に 15 分の間隔を空け、次の気流条件を開始した。4 条件で計 16 回の申告を行
った。性別・温冷感(-3~+3)・快適感(-3~+3)・室温(-1~+1)・発汗の有無(0~+3) ・気流の有無
(0~+3)・気流快適感(-3~+3)・気流変更(-1~+1)・満足(-3~3)・環境受容度(-1~0)ついて調査し
た。 
 
３．研究成果 
3.1 室内温度  
調査時間帯の室温と相対湿度を図 3 に示す。平均室温は 27℃、平均相対湿度は 34％で、同一

条件下で実験を行った。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 3 各実験条件における室内温湿度 
 

3.2 気流環境特性 
 事前に測定した気流条件ごとの高さ別気流速度を図 4 に、サーマルマネキンの部位別放熱量
を図 5に示す。ノズルは頭部付近、タスクは胸より上、全面は全身にあたる気流となっていた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 4 各条件の風速分布      図 5 マネキンの部位別放熱量 



3.3 温冷感 
 図 6 に男女の温冷感を示す。概ね涼しい側の申告となっていたが、男性は全面風以外に涼し
さを感じていたのに対し、女性はノズル変動や全面を涼しいと感じていた。女性は下半身や腕
に直接当たる風を敏感に感じ取っていたと考えられる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 6 男女別の各条件に対する温冷感 
 
3.3.1 気流快適感 
 図 7 に気流感を示す。男女ともにノズル変動の気流を最も強く感じており、冷感を与えるに
はノズル変動風が効果的といえる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 7 男女別の各条件に対する気流感 
 
3.3.2 満足度 
 図 8 に熱環境に対する満足度の申告割合を示す。男性は気流を浴びるほどノズル一定に対す
る満足度が上がり、女性はノズル一定とタスクに対する満足感が変わらず、ノズル変動の気流
に不満を呈すると分かった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 8 男女別の各条件に対する満足度 
 



3.3.3 好みの気流 
 図9に男女の好みの気流を示す。実験終了後に好みの気流に順位付けをしてもらい、1位4pt、
2 位 3pt、3位 2pt、4位 1pt、として集計した。男性は気流の弱い全面風の評価が低く、気流感
の強いタスクを好んでいた。女性は気流を直接的に感じやすいノズル変動を嫌い、ノズル一定
を好むことが分かった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 9 男女別の好みの気流平均得点 
 
3.4 まとめ 
女性にはノズル変動風のような変化を意識させる気流があまり好まれないことがわかった。

また、男性には気流感の無いタイプが好まれず、局所的にでも気流を感じるタスクやノズル変
動が高評価となった。 
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6．要約(Abstract) 
 
 
気流を活用した空調方式における気流の影響範囲と快適性に関する研究 
中野淳太（東海大学工学部建築学科） 
 
１．研究の目的 
少ないエネルギーで夏季の暑熱不快感を緩和させる手段として、気流の重要性が見直されて

いるが、熱的快適性を悪化させる適用限界の可能性も示唆されている。本研究ではオフィスを
想定した環境において、局所気流の吹き出し性状による執務者の心理/生理的快適性向上効果を
明らかにすることを目的とする。 
２．研究の方法 
東京工芸大学厚木キャンパス内、人工気候室には 45cm 角、8×6 台の整流気流生成装置が壁

一面に設置されており、個別に制御できるようになっている。椅子に座った人体を基準に、体
全体にあたる「全面風」、14cmφの丸穴から上半身を狙った「タスク風」、頭上から頭部への下
降気流を狙った「ノズル風」を吹出し条件とした。吹き出し位置を図 2に示す。サーマルマネ
キンを用いて全身からの放熱量が約 70Wとなるように全ての吹出し風速を決定した。 
３．結果 
 温冷感は概ね涼しい側の申告となっていたが、男性は全面風以外に涼しさを感じていたのに
対し、女性はノズル変動や全面を涼しいと感じていた。女性は下半身や腕に直接当たる風を敏
感に感じ取っていたと考えられる。気流管では、男女ともにノズル変動の気流を最も強く感じ
ており、冷感を与えるにはノズル変動風が効果的といえる。また、男性は気流を浴びるほどノ
ズル一定に対する満足度が上がり、女性はノズル一定とタスクに対する満足感が変わらず、ノ
ズル変動の気流に不満を呈すると分かった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４．まとめ 
女性にはノズル変動風のような変化を意識させる気流があまり好まれないことがわかった。

また、男性には気流感の無いタイプが好まれず、局所的にでも気流を感じるタスクやノズル変
動が高評価となった。 
  


